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株主のみなさまへ 業績の推移
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主要な経営指標等の推移（単体）
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株式会社テクノ菱和
代表取締役社長

株主のみなさまには、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。平素は格

別なるご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

テクノ菱和はこの度第59期（平成19年4月1日から平成20年3月31日）の決算が終

了いたしましたので、ここにご報告申し上げます。

建設業界におきましては、公共建設投資の長期逓減とともに、改正建築基準法

施行に伴う建築確認審査業務の遅れを原因とする建築部門の落ち込みによって

民間設備投資も減少したため、依然厳しい受注環境が続いております。

中期事業計画の2年目にあたる当期は、「コンプライアンスの徹底」「安全と品質

の確保」「利益の確保」を三位一体として方針に掲げ、経営基盤の改善・強化や

積極的な営業展開等により採算性を重視して受注確保に取り組んでまいりまし

た。その結果、受注高は大型の一般ビル設備工事の受注が増加し、産業設備

工事においても事業年度後半に大型案件を受注しましたことから、昨年を上回

る実績をあげることができました。しかしながら、大型案件のうち数件の完成が

次期へ繰越しとなり、また、採用人員増に伴う人件費の増加や貸倒引当金、投

資有価証券評価損および遊休不動産減損損失の計上もあり、売上高、利益とも

昨年を下回る結果となりました。

今後につきましては、引き続き当社が得意とする産業設備工事やリニューアル

工事を重点に営業展開を図るとともに、激変する社会情勢や市場環境に対しス

ピード感ある対応を実行し、収益の確保に全力で取り組んでまいります。

また、昨年12月に発足させた「環境関連事業推進プロジェクト」を中心に環

境・省エネ関連の新基軸の構築を進めるとともに、環境のトータルエンジニアリン

グ企業として地球環境保全に貢献する活動を行い、CSRを重視した経営を実践

していく所存であります。

なお、当期の配当金につきましては、業績ならびに今後の事業展開を勘案し、

期末配当金を9円50銭とし、年間で前期より50銭増配となる1株につき15円50銭

とさせていただきました。また、次期の業績見通しにつきましては、売上高640億

円、経常利益20億円、当期純利益28億円を見込んでおります。

株主のみなさまにおかれましては、今後ともなお一層のご支援とご指導を賜り

ますようお願い申し上げます。

平成20年6月



事業の概況（セグメント別） 施工実績
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オフィスビルなどの生活空間から、医療・介護施設での
環境づくりまで、生活に密着した環境技術を通じ、ゆとりあ
る都市空間の創造に貢献しております。
当期は大型医療施設や商業施設、物流・交通施設等の

受注が堅調に推移したものの、改正建築基準法施行の影響
を受け当初売上計上を予定していた一部案件の引渡しが次
期に繰り越したため、売上高は昨年を下回る結果となりました。
今後も、受注環境は厳しい状況が続くことが予想される

ため、受注判断を厳格化し不採算工事を排除することで利
益の確保に努める所存であります。

『リフォーム・リニューアル』をキーワードに、設備改善や
メンテナンス工事を中心とした業務分野です。
「環境問題への取り組み」は各企業におけるCSR活動
の重要な要素となっており、今後もその活動の重要性は増
していくと思われます。
当社は全国に広がる営業拠点に配置した専門技術員に

より、お客様施設の定期的なメンテナンスを行い、老朽施
設の設備改善や高効率空調システムの提案など「お客様
の環境パートナー」として施設の省エネルギー化に取り組
み、環境負荷の低減に貢献しております。

■当期受注高構成比産業設備関連事業

一般ビル設備関連事業

「失敗から学ぶ設備工事 ～クレームゼロへの挑戦！～」刊行

冷熱機器販売�
2.8%

産業設備工事�
54.2%

一般ビル�
設備工事�
43.0%

設備改善工事�
（47.4%）�

クリーンルーム�
関連工事�
（24.8%）�

官公庁工事�
（13.4%）�

注）総受注高に対する
割合を示しています。

設備改善工事について

レーザーテック株式会社�
新研究開発センター兼本社社屋�
（神奈川県横浜市）�

介護付有料老人ホーム�
ヒルデモアたまプラーザ・ビレッジⅢ（神奈川県川崎市）�

丸全昭和運輸株式会社 東海倉庫（愛知県東海市）�

日本赤十字社 九州血液センター（福岡県久留米市）�

本書は当社が経験し、蓄積してきた建築設備施工にお
ける「うっかりミス」や「失敗」の事例を敢えて公にして、
熟練技術者の「苦い経験」を若い世代の技術者に継承でき
るよう、分かりやすく解説した建築設備技術者向けの実用
書であります。
本書では1994年に刊行した「設備工事の盲点95＋1」

の内容を大幅に刷新し、改訂新版として146項目におよ
ぶ失敗事例を紹介しております。それぞれの事例を「状況」
「原因」「対策」「教訓」の4項目にまとめ、図や写真などを
豊富に盛り込むことで親しみ易い内容となっております。
発売当初より多数のお問い合わせを頂き好評を得ており
ます。

当社は、半導体・医薬品製造など高度な最先端施設に
おいて、様々な環境技術を駆使し、お客様に信頼性の高
いクリーンシステムを提供しております。
当期は、前期に比べ大型案件の竣工が少なかったこと

もあり売上高は減少したものの、下期に大阪府堺市での
大型プロジェクトへの参画を果たしたことや電気工事子会
社との共同営業による新規取引先を獲得するなど積極的
な営業展開を行い、工事受注は堅調に推移いたしました。
今後につきましても、当社の得意とする半導体・液晶産

業や医薬品製造、食品関連施設等をターゲットとし、更な
る受注拡大に全力をあげて取り組む所存であります。

発行所：森北出版株式会社
定　価：2,940円（税込）
刊　行：2008年3月
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連結貸借対照表の要旨 （単位：百万円）

（単位：百万円）

流動資産
現金預金
受取手形･完成工事未収入金等
未成工事支出金等
その他

固定資産
有形固定資産
無形固定資産
投資その他の資産

資産合計

41,562
7,737
28,232
4,322
1,270
11,756
3,194
273
8,288

53,319

36,330
9,063
23,264
3,218
783

10,984
3,072
348
7,562

47,314

前事業年度
（平成19年3月31日）

当事業年度
（平成20年3月31日）

28,351
25,414
836
2,101
1,759
30,110

20,977
2,746
2,498
15,733
△1
2,231
－

23,208
53,319

23,650
20,245
1,767
1,637
1,408
25,059

21,155
2,746
2,498
15,912
△2
1,099
－

22,255
47,314

前事業年度
（平成19年3月31日）

当事業年度
（平成20年3月31日）

流動負債
支払手形・工事未払金等
未成工事受入金
その他

固定負債
負債合計

株主資本
資本金
資本剰余金
利益剰余金
自己株式

評価・換算差額等
少数株主持分
純資産合計
負債純資産合計

純資産の部

負債の部資産の部

連結損益計算書の要旨

売上高
売上原価

売上総利益
販売費及び一般管理費

営業利益
営業外損益

経常利益
特別損益

税金等調整前当期純利益
法人税、住民税及び事業税
法人税等調整額

当期純利益

（単位：百万円）連結キャッシュ・フロー計算書の要旨

営業活動によるキャッシュ・フロー
投資活動によるキャッシュ・フロー
財務活動によるキャッシュ・フロー
現金及び現金同等物の増減額
現金及び現金同等物期首残高
現金及び現金同等物期末残高

2,378
△862
△211
1,305
7,295
8,601

科　目 科　目

科　目 科　目 （ ）（ ）
当事業年度
自平成19年4月 1日
至平成20年3月31日

△456
446

△431
△441
7,736
7,295

前事業年度
自平成18年4月 1日
至平成19年3月31日

57,766
51,262
6,504
5,484
1,020
221
1,241
△212
1,029
348
202
477

（ ）（ ）
当事業年度
自平成19年4月 1日
至平成20年3月31日

63,093
55,924
7,169
5,393
1,775
197
1,972
234
2,207
787
247
1,171

前事業年度
自平成18年4月 1日
至平成19年3月31日
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連結株主資本等変動計算書の要旨 当事業年度（平成19年4月1日から平成20年3月31日まで） （単位：百万円）

前事業年度末残高
事業年度中の変動額
剰余金の配当
当期純利益
自己株式の取得
土地再評価差額金取崩額
株主資本以外の項目の事業年度中の変動額（純額）

事業年度中の変動額合計
当事業年度末残高

資本金
純資産
合計

株主資本 評価・換算差額等

2,746

－
2,746

2,498

－
2,498

15,733

△322
477

24

179
15,912

△1

△1

△1
△2

20,977

△322
477
△1
24

178
21,155

1,897

△1,076
△1,076
821

2,231

△1,132
△1,132
1,099

23,208

△322
477
△1
24

△1,132
△953
22,255

資本
剰余金

利益
剰余金

自己株式
株主資本
合計

その他
有価証券
評価差額金

評価・換算
差額等合計

■企業集団の状況 ■連結子会社

東京ダイヤエアコン（株）
住　所：東京都新宿区
資本金：30,000千円
主要な事業の内容：空調衛生設備工事業

菱和エアコン（株）
住　所：愛知県名古屋市
資本金：40,000千円
主要な事業の内容：空調衛生設備工事業

松浦電機システム（株）
住　所：大阪府守口市
資本金：20,000千円
主要な事業の内容：電気設備工事業

※連結子会社

得　意　先�

施工�

施工�

施工�

受託�

機器�
販売�

機器�
販売�

機器�
販売�

外注�
施工�

空調衛生設備工事業�
冷熱機器�
販売事業�

電気設備工事業�

損害保険代理業�

子会社�
※東京ダイヤエアコン（株）　※菱和エアコン（株）�
菱和冷熱（株）　菱和冷暖房（株）　（株）アール・デザインワークス�

子会社�
※松浦電機システム（株）�

子会社�
（株）ダイヤランド�

科　目

333

△55
△55
277

土地再評価
差額金

財務諸表（連結）



財務諸表（単体）

【売上高】
下期に大型案件を受注したことから、受注高は前期に比べ

5,834百万円増加しましたものの、施工中の大型案件のうち数件

が次期に繰り越したため、売上高は前期に比べ5,424百万円減

少いたしました。

【販売費及び一般管理費】
採用人員増による人件費の増加や取引先の民事再生手続き申

立てによる貸倒引当金の計上に伴い、前期に比べ113百万円

増加しております。

【特別損益】
株式市場の低迷により投資有価証券評価損135百万円および

遊休不動産の減損損失75百万円を計上しております。
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貸借対照表の要旨 （単位：百万円）

（単位：百万円）

流動資産
現金預金
受取手形･完成工事未収入金等
未成工事支出金等
その他

固定資産
有形固定資産
無形固定資産
投資その他の資産

資産合計

33,687
7,599
22,229
3,083
775

11,027
2,940
334
7,752

44,715

当事業年度
（平成20年3月31日）

39,127
6,350
27,374
4,143
1,258
11,814
3,052
256
8,504

50,941

前事業年度
（平成19年3月31日）

22,356
19,274
1,583
1,498
1,162
23,518

20,095
2,746
2,498
14,853
△2
1,101
21,196
44,715

当事業年度
（平成20年3月31日）

27,268
24,509
798
1,959
1,469
28,737

19,977
2,746
2,498
14,733
△1
2,226
22,204
50,941

前事業年度
（平成19年3月31日）

流動負債
支払手形・工事未払金等
未成工事受入金
その他

固定負債
負債合計

株主資本
資本金
資本剰余金
利益剰余金
自己株式

評価・換算差額等
純資産合計
負債純資産合計

純資産の部

負債の部資産の部

損益計算書の要旨

売上高
売上原価

売上総利益
販売費及び一般管理費

営業利益
営業外損益

経常利益
特別損益

税引前当期純利益
法人税、住民税及び事業税
法人税等調整額

当期純利益

科　目 科　目

科　目

■純資産額と自己資本比率の推移 ■ 1株当たり配当金の推移

第56期� 第57期� 第58期�

純
資
産
額�

自
己
資
本
比
率�

（百万円）� （％）�
18

16

14

12

10

8

6

4

2

0
第56期� 第57期� 第59期�第58期�

（円）� 中間配当金� 期末配当金� 配当金予定�自己資本比率�純資産額�

第59期� 第60期�
（予定）�

15,000

17,000

19,000

21,000

23,000

46.4

20,268

47.9
21,644

22,204

21,19643.6

47.4

10

20

30

40

50

14.0

15.0

5.0
5.5

9.0

9.5

15.5 （15.5）�

6.0

9.514.5

5.0

9.5

9.5（
予
定
）�

6.0（
予
定
）�

株主資本等変動計算書の要旨 当事業年度（平成19年4月1日から平成20年3月31日まで） （単位：百万円）

前事業年度末残高
事業年度中の変動額
剰余金の配当
当期純利益
自己株式の取得
土地再評価差額金取崩額
株主資本以外の項目の事業年度中の変動額（純額）
事業年度中の変動額合計
当事業年度末残高

資本金
純資産
合計

株主資本 評価・換算差額等

2,746

－
2,746

2,498

－
2,498

14,733

△322
417

24

119
14,853

△1

△1

△1
△2

19,977

△322
417
△1
24

118
20,095

1,892

△1,069
△1,069
823

2,226

△1,125
△1,125
1,101

22,204

△322
417
△1
24

△1,125
△1,007
21,196

資本
剰余金

利益
剰余金

自己株式
株主資本
合計

その他
有価証券
評価差額金

評価・換算
差額等合計

科　目

333

△55
△55
277

土地再評価
差額金

54,586
48,649
5,936
5,047
889
208
1,097
△208
888
287
183
417

（ ）（ ）
当事業年度
自平成19年4月 1日
至平成20年3月31日

60,010
53,405
6,605
4,934
1,670
188
1,859
230
2,089
747
237
1,103

前事業年度
自平成18年4月 1日
至平成19年3月31日



株式の状況 会社概要
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会社概要　（平成20年3月末日現在）

代表取締役会長

取締役副会長

代表取締役社長

常 務 取 締 役

常 務 取 締 役

常 務 取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

常 勤 監 査 役

監 査 役

監 査 役

林　　　昭八郎

近 重 次 郎

阿 部 捷 司

小 杉 道 夫

黒 田 英 彦

堂垣内　重　晴

栗 山 一 成

井 上 正 道

杉 田 章 夫

星 野 公 二

小 森 光 男

平 松 　 博

井 尻 雅 之

飯 田 亮 輔

松 橋 秀 明

菱 沼 正 義

吉 田 達 法

宮 本 光 平

役員 （平成20年6月27日現在）

商 号

設 立

資 本 金

上 場

従 業 員

本 社

（登記上の本店

主な事業所

事業内容株式会社テクノ菱和

（英文名 TECHNO  RYOWA  LTD.）

昭和24年12月23日

2,746,800,000円

東証市場二部

662名

東京都豊島区南大塚2丁目26番20号

東京都港区南青山2丁目3番6号）

技術開発研究所（東京都世田谷区）

東京本店（東京都豊島区）

茨城支店（茨城県土浦市）

東北支店（宮城県仙台市）

千葉支店（千葉県千葉市）

横浜支店（神奈川県横浜市）

名古屋支店（愛知県名古屋市）

静岡支店（静岡県静岡市）

大阪支店（大阪府大阪市）

中国支店（広島県広島市）

九州支店（福岡県福岡市）

産業設備関連事業
クリーンシステム（塵埃・微生物除去）
恒温・恒湿設備・低湿度設備
省エネルギー・省資源設備
スポット空調設備
産業排水・排気処理設備
冷凍・冷蔵設備・超低温設備
クリーン流体処理プラント
生産プロセス関連工事
原子力関連設備

一般ビル設備関連事業
一般空気調和設備
給排水衛生設備
防災・消火設備
排水処理設備
地域冷暖房
コ・ジェネレーション設備

設備改善関連事業
設備診断および設備リフォーム工事
保守およびメンテナンス工事

その他上記関連設備の運転管理お
よび建築付帯設備などの設計施工
ならびに関連機器類の製造、販売

建設業許可番号
［特定建設業］
管工事業
建築工事業
電気工事業
機械器具設置工事業
水道施設工事業
国土交通大臣許可（特－16）第3101号

［一般建設業］
消防施設工事業
国土交通大臣許可（般－16）第3101号

一級建築士事務所
東京都知事登録　第43570号

電気工事業
経済産業大臣届出 第11020号

建築物環境衛生総合管理業
東京都知事登録　17総第87号

一般労働者派遣事業
厚生労働大臣許可般13－090202

ISO9001認証取得
ISO14001認証取得

■株式の分布状況

株価データ（株価の推移）

発行済株式の総数 20,807,822株
当期末現在の株主総数 3,059名

平成19年4月� 5月� 6月� 7月� 8月� 9月� 10月� 11月� 12月� 平成20年1月� 2月� 3月�
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千株�
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円� 株価� 株式売買高�

株　　主　　名 持株数（千株）出資比率（％）

1,294

1,194

1,028

1,028

879

824

708

691

670

667

6.2

5.7

4.9

4.9

4.2

3.9

3.4

3.3

3.2

3.2

三菱重工業株式会社

テクノ菱和取引先持株会

株式会社三菱東京UFJ銀行

株式会社みずほ銀行

近重次郎

東京海上日動火災保険株式会社

テクノ菱和従業員持株会

いちごアセットトラスト

株式会社名古屋銀行

明治安田生命保険相互会社

■大株主

個人・その他�
（8,088,230株 38.9％）�

金融機関（5,786,834株 27.8％）�

金融商品取引業者（76,397株 0.4％）�

その他法人（5,641,761株 27.1％）�外国法人等�
（1,214,600株 5.8％）�

個人・その他�
（2,855名 93.3％）�

金融機関（12名 0.4％）�

金融商品取引業者（18名 0.6％）�

その他法人（157名 5.1％）�

外国法人等（17名 0.6％）�

●株主数

●株式数



事 業 年 度

定 時 株 主 総 会

基 準 日

株 式 名 義 書 換

単 元 株 式 数

単元未満株式の
買取請求受付場所

公 告 掲 載 U R L

4月1日から翌年の3月31日まで

毎年6月

定時株主総会については、3月31日
その他必要があるときは、あらかじめ公告して定めた日

1.株主名簿管理人
東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社

2.事務取扱場所
三菱UFJ信託銀行株式会社証券代行部
（電話お問い合せ・郵便物送付先）
〒137-8081 東京都江東区東砂七丁目10番11号
三菱UFJ信託銀行株式会社証券代行部　
電話0120-232-711（フリーダイヤル）

3.同　取次所
三菱UFJ信託銀行株式会社全国各支店

（お知らせ）
住所変更、配当金振込指定・変更、単元未満株式買取
請求に必要な各用紙、および株式の相続手続依頼書の
ご請求は、株主名簿管理人のフリーダイヤル0120-244-
479で24時間承っておりますので、ご利用ください。

100株

上記株主名簿管理人あるいは証券会社等にてお取扱いしま
す。

http://www.techno-ryowa.co.jp/

（ただし、電子公告によることができない事故、その他の
やむを得ない事由が生じたときは、日本経済新聞に公告
いたします。）

株主メモ

●ホームページアドレス　http://www.techno-ryowa.co.jp/

株主ご優待制度のお知らせ

毎年3月31日現在当社株式を100株以上
保有していただいている株主のみなさまに
静岡の「特選茶」を贈呈いたします。


